
　

12
月
17
日
、
第
8
回
お
し
ど
り
学
園
を

開
き
ま
し
た
。
今
回
は
、「
地
域
防
犯
に

つ
い
て
」
と
題
し
て
、
黒
坂
警
察
署
長
の

砂
澤
俊
吾
さ
ん
が
講
演
を
行
い
ま
し
た
。

　

は
じ
め
に
砂
澤
さ
ん
は
、「
地
域
防
犯
」

と
し
て
安
全
で
安
心
な
鳥
取
県

を
め
ざ
し
、
県
民
の
期
待
に
こ

た
え
る
警
察
と
し
て
の
体
制
や

活
動
を
紹
介
し
ま
し
た
。

　

県
下
に
警
察
署
は
９
カ
所
、

交
番
は
16
カ
所
、
駐
在
所
は

87
カ
所
設
置
し
て
い
ま
す
。

パ
ト
カ
ー
、
白
バ
イ
、
ヘ
リ

コ
プ
タ
ー
、
船
舶
な
ど
配
備
。

１
１
０
番
を
受
け
る
通
信
指

令
課
に
は
、
14
分
に
1
件
の

割
合
で
１
１
０
番
通
報
が
入

る
そ
う
で
す
。

　

つ
ぎ
に
、「
オ
レ
オ
レ
詐

欺
」
の
被
害
を
紹
介
し
ま
し
た
。
県
内
だ

け
で
も
8
千
万
円
の
被
害
が
あ
り
、
黒
坂

警
察
署
管
内
で
も
３
件
が
発
生
し
て
い
ま

す
。
実
際
に
オ
レ
オ
レ
詐
欺
の
通
話
録
音

を
流
し
て
、
そ
の
巧
妙
な
手
口
で
Ａ
Ｔ
Ｍ

に
誘
導
す
る
こ
と
を
説
明
。
電
話
に
だ
ま

さ
れ
な
い
よ
う
に
、
ま
た
無
作
為
に
送
り

付
け
ら
れ
た
詐
欺
メ
ー
ル
は
無
視
す
る
こ

と
、
絶
対
に
折
り
返
し
の
電
話
を
し
て
は

い
け
な
い
と
注
意
を
促
し
ま
し
た
。

　

最
後
に
「
交
通
事
故
の
加
害
・
被
害
防

止
」
を
紹
介
。
高
齢
者
の
事
故
原
因
の
ひ

と
つ
に
、
加
齢
に
よ
る
身
体
機
能
の
低
下

が
あ
り
ま
す
。
高
齢
者
の
特
性
（
感
覚
・

判
断
能
力
・
体
力
の
低
下
な
ど
）を
認
識
し
、

交
通
安
全
に
努
め
る
こ
と
、
余
裕
を
も
っ

て
運
転
・
歩
行
す
る
こ
と
を
基
本
と
す
る

こ
と
で
、
交
通
事
故
に
気
を
付
け
ま
し
ょ

う
と
締
め
く
く
り
ま
し
た
。

　

学
園
生
は
、
詐
欺
は
決
し
て
都
会
の
話

で
は
な
く
、
自
分
の
身
に
ふ
り
か
か
る
身

近
な
こ
と
だ
と
認
識
し
、
対
策
す
る
こ
と

を
学
習
で
き
た
講
演
会
と
な
り
ま
し
た
。

▼
第
8
回
お
し
ど
り
学
園

備
え
る
大
切
さ
、
心
構
え
を
学
ぶ

▲ 「電話で『ATM へ行け』
は、詐欺です」と砂澤さん
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地域に広がる学習活動
　

12
月
3
日
、
下
榎
隣
保
館
で
、
出
前

公
民
館
「
ペ
ー
パ
ー
ク
ラ
フ
ト
教
室
」

を
開
き
ま
し
た
。

　

講
師
は
、
町
公
民
館
の
柿
本
史
子
職

員
が
担
当
。
美
し
い
和
紙
の
折
り
紙
を

使
っ
た
、
素
敵
な
「
玉
手
箱
」
を
作
り

ま
し
た
。

　

最
初
は
な
か
な
か
上
手
く
折
れ
ず
、

四
苦
八
苦
す
る
姿
も
見
ら
れ
ま
し
た

が
、
お
互
い
に
教
え
合
う
ほ
ほ
え
ま
し

い
光
景
も
。
織
り
上
げ
た
8
枚
の
和
紙

を
組
み
合
わ
せ
る
と
、
美
し
く
き
れ
い

な
玉
手
箱
が
完
成
し
、
喜
び
の
笑
顔
と

歓
声
が
響
き
渡
っ
て
い
ま
し
た
。

▼
下
榎
隣
保
館
で
出
前
公
民
館

折
り
紙
で
玉
手
箱
を

作
っ
て
み
よ
う
！

日
時
　

2
月
18
日
（
金
）
午
前
9
時
30
分
／
場
所
　
町
公
民
館
　
講
堂

内
容
　
講
演
　「
人
口
が
減
少
し
て
も
楽
し
く
安
心
し
て
暮
ら
し
続
け
る
」

講
師
　
日
野
振
興
セ
ン
タ
ー
中
山
間
地
域
振
興
リ
ー
ダ
ー
　
川
上
宏
さ
ん

【
問
合
せ
・
申
込
み
】
町
公
民
館
（
７
４
‐
０
２
１
２
）

次
回
お
し
ど
り
学
園
の
ご
案
内

▲ 互いに教え合う参加者

▼美しい「玉手箱」
が完成！

　11月 27日と 28日の２日間、第 21回公民館
まつりを開催しました。
　今回は、新型コロナウイルス感染症対策のため
規模を縮小して作品展示のみとし、期間中は105
人の方が来場しました。
　日ごろから活動している団体や個人など 18
組の、生涯学習の成果としての作品や活動報告
などの展示に魅了されたまつりとなりました。 ▲◀興味を引く展示に見入る参加者

公民館まつり第
21
回
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　黒坂小学校、根雨小学校、日野中学校は、コミュニティ・スクールとして、地域とともにある学校づくりを
進めています。その取り組みの１つとして、ボランティアの皆さんと一緒に子どもたちを育てる地域学校協働
活動に取り組んでいます。

１学期末から２学期にかけて、はるかのひまわり絆プロジェクト、ゲストティーチャー（ふるさと創生
学習、総合的な学習の時間、防災学習など）、見学先での説明（菅福元気邑見学、大夢多夢見学、ふる
さと学習など）、CHA3 プログラム、クラブ活動、日野高との交流（脱穀、ふれあい感謝祭）、環境整備
作業などの活動に、多くの皆さんの参加、協力をいただきました。その活動の中から 3つ紹介します。

はるかのひまわり絆プロジェクト

ふるさと創生学習―日野中―（10月 6日、7日）

ふるさと教室―黒坂小・根雨小―（11 月 19 日）

★ Facebook でも情報をお届けしています（https://facebook.com/hinocommunityschool/）
【問合せ先】町教育委員会事務局（電話 72-2107）

域学校協働本部では、町内小中学校
とともに、「はるかのひまわり絆プ

ロジェクト」に取り組みました。この取り
組みをきっかけに、命の大切さや思いやり
の心、災害からの復興、勇気と希望をもっ
て力強く生きることなど、改めて考えてい
きたいと思います。

地

野中学校で行われた
ふるさと創生学習。

1日目には、体育館でたた
らの歴史や近藤家のこと
などについて学び、2日目
は都合山たたら場跡の現
地を見学しました。

日

内小学校の 6年生が、「ふるさと教
室」で町内の各地を巡りました。根

雨地区では「たたらの楽校」でたたらや
近藤家について学び、そこから「歴史民
俗資料館」「本陣の門」「出雲街道」から「長
楽寺」へ。黒坂地区では、町公民館で自
然や偉人について学んだ後、「泉龍寺」で
因藩二十士の歴史と功績について理解を
深めました。

町

この学習を通して、子どもたちが

少しでもたたらに興味を持ってく

れればいいなと思っています。


